









文学散歩」の連続放送（一週三回三ヶ月間）を始めたところ、 「東京文学散歩の時間が参りました」というアナウンサー 声と「通 ゃんせ テーマミュージックとが評判となり、野田に対して「散 屋さん」とか「文学巡礼者」といった（本人に ってはあまり嬉しくない）呼び名がつけられたりし
たという（ 「あとがき」 『新東京文学散歩
　
続編』 角川文庫、 昭和二八年五月） 。
　
その種の例は、野田の編集で刊行さ
れた雑誌『文学散歩』 （一〜二五号、昭和三六〜四一）のページを繰っていくといろいろ見つけることができるが、たとえば小田急バスを使っての文学散歩が始まったのは昭和二八年であったという（榊信子「 「バスによる文学散歩」 共に」一一号） 。そして高度成長期に入りテレビの時代になると、テレビでも文学散歩 記録が連続放送されたようだし（二一号） 、一二号の裏表紙には、 「小林千登勢が文学散歩の著者野田宇太郎と共に、全国文学のふるさとをめぐる楽しいテレビ教養映画 決定版！」と銘打った「
登勢の文学散歩」のトーキーフィルムの頒布広告が載っている。一回分が一三分で、 「木曽路（島崎藤村） 」 、 「隅田川」 、などといったまとめ方で、広告にある二 三〇本以外にも「以下続々制作中」とある。ある はこれは、二一号でいうテレビの連続放送をフィルムに焼きなおしたものかもしれない。　
いずれにしても、こうした一種のブ
ームとも言える現象が、ここで挙げた例に即して言えば、少なくと 昭和二七年前後から昭和三九年（二一号刊行の年）前後まで見られたわけだ そうしたブームを生みだし、ブームの中心に居続けたのはもちろん野田宇太郎その人であり、そ 著作 ある一連の東京文学散歩だった。一連の、 先走って言ってしまったが、ここでその一連の東京文学散歩の系譜を簡単に整理しておこう。　
野田の最初の東京文学散歩の試み
は、昭和二六年の上半期に六回にわたって 『日本読書新聞』 に連載された 「新




































































それをするには「既に遅い」という痛切な思いもあったようだ。 「明治以来の東京の甚だし 変転」 、すなわち大震災と戦災とが東京を破壊し尽してしまっていたからである。ただ、 野田は、だからこそ一種の東京発掘が必要なだという方向へ 考えを切り替えていく。その行為は「温故知新」という言葉で言い表され、戦後日本を席巻した「過去否定の風潮」に鋭く対置される。過去の中にこそ「古典の宝玉」は光り、「未来への道標も亦蔵されてゐる」というのである。 「私が時既に遅しと知りながら尚この新東京文学散歩 かけた願ひは、実は 過去の塚中に枯骨を拾ふかはりに宝玉を求むることであつた」 。　
このようにして最初の単行本『新東
京文学散歩』はできあがったが、それと前後してある難問が野田を悩ますことになった。すなわち最初の単行本で積み残したり、 解決できなかった疑問、そこでは扱わなかった地域 どうする









と、野田が言うほどには大きな違いは見られない。これは十ヶ月足らずという刊行時期の差から見ても当然で、主には推敲レベル 違いとみ さしつかえない。 そして肝腎の難問について 、「記録としては更に正確に、又更に豊




















決できなかった疑 、そこでは扱わなかった地域、 どうするの 、さらには、刻々と変化していく東京をどう取り込むのか）は依然としてついてくるということを想像してみるだけでも明らかだろ 。　
この、増訂版か新著か、という観点











































に増補し続けるなどということ ありえない以上、前者の可能性は実質的には閉ざされていたも同然だった。そこから、後者の新著路線へと転換し のかもしれないが、ここでも、潔癖に前著との重複を避ければいびつなも ができあがり、といって避けなければいわゆる繰り返し部分が多くなり、退屈な読物となってしまうばかりで くそもそも増訂版との違いを打ち出せなくなってしまう。 〈増訂版 新著か〉問題はそうしたジレンマに野田を陥れたのでは いだろうか　
このあと、野田は、 『改稿東京文学



























学散歩続編』の「あとがき」に「はじめ私はこの仕事の性質上続編と称するものを作らず、飽迄も改訂増補して版を改めてゆくつもりであつた 、前著が文庫本となつて意外に多くの読者を得ることになつたので、読者の便宜をはかつて一先づ続編 ることにした」とあることからも、それ 明らかである。そしてちょうどこの時期（
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月）に取り込んでいる（ 「続・瓢箪新道」「永代橋」 ） 。同書は増訂版ではなく新著の部類に入るから、収録された二つの文章も前著の増補というスタイルではなく、発見部分を中心 した新稿であり、前者は三州屋 ついていろいろ教えてくれた書店 主人との、後者はまさに有名な名物女将とのやりとり中心とした魅力的 読みものとなっている。
のちに野田はこの二つの文章を生か
して、 東京文学散歩第二巻『下町（上）築地・銀座・日本橋界隈』 （昭和三三
年一〇月）中の「瓢箪新道と『パンの会』 」と、同第一巻『隅田川』 （昭和三三年七月）中の「永代橋付近」とを書くが、集成的な面も持たせた増補訂正的なスタイルなのでやや精彩を欠いている。ともあれ、 「東京文
ところどころ
学散歩」が
連載された昭和二七年後半は、 『新東京文学散歩増補訂正版』で増訂版方式にひと区切りをつけて、前述 二例に見られるような魅力的な発見をどのようなかたちで東京文学散歩の系譜に取り込むべきかに野田が思いを凝らし始めた時期だったが、それは同時に前述のような〈増訂版か新著か〉問題のジレンマに野田が陥っていく始まりでもあったのである。
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